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【社会福祉法人の設立について】 
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第１章 社会福祉法人の意義 

 

社会福祉法人は、社会福祉事業の主たる担い手として、社会福祉法（昭和２６年法律

第４５号）（以下「法」という。）に基づき、同法第２条に定める第一種社会福祉事業

又は第二種社会福祉事業を行うことを目的として設立される法人です。 

社会福祉法人は、営利を目的とするものであってはならないだけでなく、極めて公共

性の高い公益法人として適正な運営が強く求められており、自主的にその経営基盤の強

化を図るとともに、その提供する福祉サービスの質の向上及び事業経営の透明性の確保

を図らなければなりません。 

また、その性格から、税制面における特例などの適用を受ける一方で、出資に対する

利益の配当が禁止されており、設立の原資は寄附によることとなるほか、事業を継続で

きなくなった際の残余財産は同種の法人若しくは国庫に帰属することとなることなどが

定められています。 

なお、非営利法人の中核的な法律である一般社団法人及び一般財団法人に関する法律

（平成１８年法律第４８号）の規定も数多く準用されています。 


